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JR連合結成30年を
   次代への起点に据え
       JR産業の持続的成長と
組合員・家族の幸せを実現しよう！

JR連合

JR連合

　

４
月
９
日
の
前
半
戦
に
は
、

Ｊ
Ｒ
北
労
組
推
薦
で
２
人
、
Ｊ

Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
推
薦
で
２
人
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
推
薦
で
５
人
、
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
推
薦
で
２
人
の
合

計
11
人
が
立
候
補
し
た
。
現
職

の
組
合
員
で
あ
る
梶
原
英
樹
京

都
府
議
と
柿
本
忠
則
広
島
県
議

は
２
期
目
の
挑
戦
と
な
っ
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
家
族

が
同
労
組
組
合
員
で
あ
る
坪
田

晋
氏
を
組
織
内
候
補
と
し
て
擁

立
し
た
。
こ
の
う
ち
、
菅
原
和

忠
北
海
道
議
・
佐
野
愛
子
静
岡

県
議
・
河
合
洋
介
愛
知
県
議
・

柿
本
広
島
県
議
は
無
投
票
当
選
、

７
人
が
９
日
間
の
選
挙
戦
を
戦

い
、
６
人
が
当
選
し
た
。

　

４
月
23
日
の
後
半
戦
に
は
、

Ｊ
Ｒ
北
労
組
推
薦
で
１
人
、
Ｊ

Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
推
薦
で
１
人
、

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
で
４
人
の
合
計

６
人
が
立
候
補
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東

海
ユ
ニ
オ
ン
は
、
元
組
合
員
で

あ
る
宇
田
川
祐
治
氏
を
組
織
内

候
補
と
し
て
擁
立
し
た
。
春
井

良
夫
池
田
町
議
は
無
投
票
当

選
、
残
り
５
人
が
７
日
間
の

選
挙
戦
を
戦
い
抜
き
、
全
員
が

当
選
し
た
。

　ＪＲ北労組自動車支部では３月、貨物鉄産労東海
地区本部では４月、ＪＲ総連（ＪＲ北海道労組・ＪＲ
貨物労組）を脱退した新たな仲間がＪＲ連合の輪に
加わった。昨夏のそれぞれの定期大会以降、ＪＲ北労
組では３人目、貨物鉄産労では５人目の加入となる。
　新入社員はもとより、強引・排他的な労働組合の
運動に不安・不満を持つ良識的な皆さん、ＳＮＳ等
も活用しＪＲ連合・ＪＲ北労組・貨物鉄産労になん
でも気兼ねなく相談して欲しい。現在労組未加入者
の方々も遠慮なく相談して欲しい。

ＪＲ連合８万５千人は、この勇気ある
決断に敬意を表し、加入を心より歓迎します

　

今
次
選
挙
に
つ
い
て
も
、
関

係
単
組
役
員
・
組
合
員
の
多
大

な
る
貢
献
が
あ
っ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と

し
て
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。
政
策
実
現
に
向
け
て
は
こ

う
し
た
地
道
な
政
治
活
動
を
欠

く
こ
と
は
で
き
ず
、
引
き
続
き

日
頃
か
ら
の
取
り
組
み
を
要
請

す
る
。

　

今
次
通
常
国
会
で
は
、
一
部

で
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
地
域
公
共
交
通
の
あ
る

べ
き
姿
を
国
も
関
わ
る
形
で
議

論
の
う
え
、再
構
築
を
可
能
と

す
る
枠
組
み
を
設
け
た
「
地
域

公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
」
改

正
法
が
成
立
し
た
。
地
域
公
共

交
通
の
あ
る
べ
き
姿
は
地
域
毎

で
千
差
万
別
で
あ
り
、
そ
の
地

域
に
合
っ
た
も
の
を
創
る
た
め

の
丁
寧
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

そ
う
し
た
議
論
を
行
う
た
め
に

は
、
専
門
的
知
見
を
持
つ
人
財

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
不
可
欠
で

あ
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
連
携
を
図

る
地
方
議
員
の
存
在
は
不
可
欠

と
言
え
る
。
こ
う
し
た
認
識
の

も
と
、
関
係
地
方
議
員
と
の
連

携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
組

織
内
候
補
の
発
掘
に
も
引
き
続

き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

る
チ
ラ
シ

を
配
布
す

る
等
の
ア

ピ
ー
ル
行

動
を
展
開

し
た
。
今

年
は
、新
入

社
員
が
ス

マ
ホ
か
ら

簡
単
に
Ｈ

Ｐ
等
を
見

ら
れ
る
よ

う
に
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を

貼
り
付
け

　

第
20
回
統
一
地
方
選
挙
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
地
方
議
員
団
連
絡
会

に
所
属
す
る
15
人
の
現
職
議
員
、
新
人
２
人
の
合
計
17
人
が
Ｊ
Ｒ

連
合
の
組
織
内
候
補
と
し
て
立
候
補
し
、
う
ち
16
人
が
当
選
し
た
。

　

前
半
戦
で
あ
る
４
月
９
日
の
都
道
府
県
・
政
令
市
議
会
議
員
選

挙
に
は
、
10
人
の
現
職
議
員
、
１
人
の
新
人
が
立
候
補
し
、
う
ち

10
人
が
当
選
し
た
。
後
半
戦
で
あ
る
４
月
23
日
の
市
区
町
村
議
会

議
員
選
挙
に
は
５
人
の
現
職
議
員
、
１
人
の
新
人
が
立
候
補
し
、

６
人
全
員
が
当
選
と
な
っ
た
。

　

今
次
国
会
で
も
議
論
が
な
さ
れ
た
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通

の
実
現
に
向
け
て
は
、
地
域
発
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、

引
き
続
き
こ
れ
ら
地
方
議
員
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
４
月
２
日
よ
り

複
数
回
に
わ
た
り
、
Ｊ
Ｒ
北
労

組
・
加
盟
単
組
・
青
年
女
性
委

員
会
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
２
０
２
３
年
度
新
入
社
員
に

対
し
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
を
紹
介
す

た
ボ
ー
ド
も
用
意
し
て
臨
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
対
し
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組（
Ｊ
Ｒ
総
連
）

は
、
新
入
社
員
か
ら
チ
ラ
シ
を
回

収
し
た
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
連
合
に
つ
い

て「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
は
無
関
係
」 　

本
取
り
組
み
は
労
働
組
合
活

動
の
一
環
で
あ
る
た
め
、
私
た

ち
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
研
修
セ
ン

タ
ー
前（
敷
地
外
）で
取
り
組
み

を
展
開
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

労
組
役
員
ら
は
研
修
セ
ン
タ
ー

内
に
出
入
り
を
し
て
い
る
の
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
聞
く

と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
同
労
組
は

新
入
社
員
に
対
し
、
加
入
届
の

提
出
期
限
を
決
め
て
か
な
り
高

圧
的
に
加
入
を
迫
っ
て
い
る
。

労
働
組
合
へ
の
加
入
は
自
由
意

思
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
強

制
さ
れ
、
加
入
期
限
を
区
切
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組

を
は
じ
め
全
国
の
仲
間
と
連
携

し
、
自
由
で
民
主
的
な
組
合
活

動
を
引
き
続
き
展
開
し
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

と
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
等
の
妨
害
を
行
っ
た
。

労
組
加
入
は
強
制
で
は
な
く
、

加
入
期
限
も
な
い

宇田川祐治杉並区議会議員松尾哲也大牟田市議会議員

梶原英樹京都府議会議員

菅原和忠北海道議会議員

河合洋介愛知県議会議員

柿本忠則広島県議会議員

山本悟史香川県議会議員坪田晋福岡県議会議員

ＪＲ北海道研修センター前でＪＲ連合・ＪＲ北労組をアピー
ルする

〈４月９日投票〉

議会名 結果 氏　　名 所属 当選
回数 推　　薦

北海道 当選 菅原　和忠 立民 3
ＪＲ北労組

札幌市 当選 藤原　広昭 立民 8

静岡県 当選 佐野　愛子 無所属 6
ＪＲ東海ユニオン

愛知県 当選 河合　洋介 立民 4

京都府 当選 梶原　英樹 国民 2

ＪＲ西労組

奈良県 惜敗 田尻　　匠 立民 -

広島県 当選 柿本　忠則 無所属 2

山口県 当選 酒本　哲也 無所属 2

福岡県 当選 坪田　　晋 立民 1

香川県 当選 山本　悟史 国民 4
ＪＲ四国労組

高知県 当選 橋本　敏男 無所属 3

〈４月23日投票〉

議会名 結果 氏　　名 所属 当選
回数 推　　薦

池田町 当選 春井　良夫 無所属 5 ＪＲ北労組

杉並区 当選 宇田川祐治 都ファ 1 ＪＲ東海ユニオン

大牟田市 当選 松尾　哲也 立民 7

ＪＲ九州労組
田川市 当選 石松　和幸 社民 6

糸田町 当選 松瀬　征行 社民 4

人吉市 当選 宮﨑　　保 無所属 4

2023統一地方選挙結果

Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ
北
労
組
・
加
盟
単
組
・
青
女
委

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
新
入
社
員
へ

ア
ピ
ー
ル
行
動

ＪＲ北労組・貨物鉄産労に
新たな仲間が加入
～なんでもご相談ください～

第20回統一地方選挙
新人含む16人の組織内候補が当選
第20回統一地方選挙

新人含む16人の組織内候補が当選
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３
月
24
日
に
衆
議
院
で
可
決

さ
れ
た
地
域
公
共
交
通
活
性

化
再
生
法
（
以
下
、
地
活
化

法
）
の
改
正
法
案
は
、
参
議
院

で
は
４
月
12
日
か
ら
審
議
が
開

始
さ
れ
、
同
21
日
の
本
会
議
で

可
決
・
成
立
し
た
。
参
議
院
の

審
議
に
お
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
連
合

「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
所
属
議
員
が

多
数
質
疑
に
立
ち
、
私
た
ち
の

意
見
・
要
望
を
反
映
す
る
形
で

の
活
発
な
議
論
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
衆
議
院
・
国
土
交
通

委
員
会
に
お
け
る
参
考
人
質
疑

で
は
、
交
通
政
策
の
権
威
で
あ

る
宇
都
宮
浄
人
関
西
大
学
経
済

学
部
教
授
が
招
聘
さ
れ
る
一
方
、

参
議
院
・
国
交
委
で
は
、
富
山

市
に
お
い
て
鉄
道
を
軸
と
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
た
前
富
山

市
長
・
森
雅
志
氏
が
招
聘
さ
れ

た
。
両
氏
は
Ｊ
Ｒ
連
合
「
結
成

30
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」に

お
い
て
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
専
門
家

で
、Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
策
提
言
も

一
定
の
助
言
を
受
け
て
い
る
。
参

考
人
の
選
定
は
、
衆
参
の
国
交

委
に
属
す
る
国
会
議
員
の
推
薦

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合

は
そ
う
し
た
政
策
提
言
を
用
い

て
関
係
議
員
へ
の
説
明
を
実
施

し
て
き
て
お
り
、
今
回
両
氏
が

国
会
に
招
聘
さ
れ
た
こ
と
は
、政

策
決
定
の
過
程
で
私
た
ち
の
政

策
活
動
が
一
定
の
信
頼
・
評
価

を
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

参
議
院
で
は
ま
ず
、
同
12
日

の
本
会
議
で
三
上
え
り
議
員
が

登
壇
し
、
再
構
築
協
議
会
創
設

の
意
義
や
運
用
の
あ
り
方
、
国

土
交
通
省
の
役
割
や
自
治
体
・

事
業
者
と
の
関
わ
り
、
財
政
や

人
財
の
支
援
に
つ
い
て
斉
藤
鉄

夫
国
土
交
通
大
臣
に
質
問
し
た
。

斉
藤
大
臣
は
法
案
策
定
に
至
っ

た
経
緯
や
そ
の
運
用
に
つ
い
て

言
及
し
た
ほ
か
、
「
従
来
通
り

の
予
算
、
法
律
で
は
地
域
の
課

題
に
十
分
対
応
す
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
に
あ
る
」
た
め
、
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等
の

財
政
支
援
強
化
を
図
っ
た
旨
明

ら
か
に
し
た
。

　

同
18
日
の
国
交
委
参
考
人
質

疑
に
お
い
て
森
前
富
山
市
長
は
、

「
交
通
は
単
体
で
の
採
算
性
を

求
め
ら
れ
、
右
肩
上
が
り
の
時

代
に
は
そ
れ
が
奇
跡
的
に
成
立

し
た
が
、
今
は
人
口
減
少
等
で

成
立
し
な
い
」
旨
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
三
上
議
員
も
、

「
道
路
関
係
予
算
偏
重
か
ら
、

地
域
の
移
動
手
段
を
守
る
と
い

う
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
予
算

へ
の
転
換
を
図
る
べ
き
だ
」
と

指
摘
し
た
。

　

同
20
日
の
国
交
委
に
お
い
て

は
、
理
事
を
務
め
る
森
屋
隆
議

員
が
質
疑
に
立
ち
、
再
構
築
事

業
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
路
線
へ
の
上

下
分
離
適
用
に
つ
い
て
問
い
、

上
原
淳
鉄
道
局
長
か
ら
、
「
今

後
は
対
象
と
な
る
」
旨
の
答
弁

を
引
き
出
し
た
。
ま
た
、
森
屋

議
員
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
離
職
者

増
を
引
き
合
い
に
、
保
線
等
の

技
術
職
の
人
員
不
足
に
つ
い
て

も
指
摘
し
、
上
原
局
長
か
ら

「
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
」
旨
の

認
識
を
引
き
出
し
た
。

　

同
法
案
は
20
項
目
の
附
帯
決

議
と
と
も
に
国
交
委
で
可
決
、

翌
21
日
に
本
会
議
で
成
立
し
た
。

今
後
は
法
施
行
を
見
据
え
た
事

業
者
や
自
治
体
の
動
き
が
活
発

化
す
る
と
見
ら
れ
る
。
引
き
続

き
関
係
議
員
と
の
連
携
を
図
り
、

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の

実
現
に
努
め
て
い
く
。

国
土
交
通
省
鉄
道
局
へ
の
要
請
・
意
見
交
換

「
交
通
重
点
政
策
２
０
２
３-

２
０
２
４
」の

政
策
実
現
に
向
け
て

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
３
月
29
日
、
第

81
回
国
会
議
員
懇
談
会
を
開
催

し
た
。
所
属
議
員
・
議
員
秘
書
、

お
よ
び
Ｊ
Ｒ
各
単
組
の
代
表
者

ら
が
出
席
し
た
。

　

代
表
し
て
榛
葉
賀
津
也
議
員

懇
会
長
は
、
鉄
道
の
ご
利
用
が

一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
現
状

に
言
及
の
う
え
、
今
次
春
季
生

活
闘
争
へ
の
労
い
の
言
葉
を
述

べ
、「
マ
ス
ク
着
用
を
巡
っ
て

は
、
現
場
に
混
乱
を
来
た
し
か

ね
な
い
状
況
下
に
あ
る
と
聞
く
。

現
場
の
声
を
受
け
止
め
た
政
策

活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
荻
山
市
朗
会
長
が
挨

拶
に
立
ち
、
「
グ
ル
ー
プ
企
業

も
含
め
て
見
れ
ば
、
ま
だ
賃
金

水
準
が
低
い
Ｊ
Ｒ
産
業
で
は
、

し
っ
か
り
と
目
標
賃
金
を
定
め
、

賃
金
引
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
旨
述

べ
た
。
ま
た
、
地
域
公
共
交
通

活
性
化
再
生
法
の
改
正
法
案
に

つ
い
て
触
れ
、
伴
野
豊
副
会
長
・

伊
藤
孝
恵
幹
事
が
委
員
会
等
で

質
疑
に
立
っ
た
こ
と
や
、
伴
野

副
会
長
が
関
係
議
員
の
質
問
や

附
帯
決
議
に
Ｊ
Ｒ
連
合
の
主
張

を
反
映
す
べ
く
取
り
組
ん
だ
こ

と
に
対
す
る
謝
意
を
伝
え
た
。

さ
ら
に
、
高
速
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
係
る
提
言
策
定
に
触
れ
、

新
幹
線
等
の
成
長
分
野
へ
の
投

資
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
も
強

く
訴
え
た
。

鉄
構
労
と
と
も
に
策
定
し
た

新
幹
線
計
画
に
係
る
提
言
に

つ
い
て
説
明

　

当
面
す
る
課
題
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
貨
物
に
つ
い
て
は
、
２
０
２

４
年
問
題
の
解
決
策
と
し
て
貨

物
鉄
道
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

促
進
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後

提
言
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
、
ま
た
、
北
海
道
新
幹

線
延
伸
に
伴
う
並
行
在
来
線
問

題
に
関
し
て
鉄
道
貨
物
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
維
持
に
向
け
た
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
報

告
し
た
。
同
様
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
単
独
維
持
困
難
線
区
の
扱
い

に
つ
い
て
は
、
２
０
２
４
年
に

向
け
て
各
議
員
の
理
解
と
協
力

を
求
め
た
。

　

最
後
に
森
安
祐
貴
産
業
政
策

局
長
か
ら
、
鉄
道
運
輸
機
構
労

働
組
合（
略
称
・
鉄
構
労
）と
と

も
に
策
定
し
た
、
高
速
鉄
道
・

新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

と
計
画
推
進
に
係
る
政
策
提
言

「
地
域
活
性
・
発
展
の
礎
と
な

る
鉄
道
網
の
構
築
を
目
指
し
て
」

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
共

同
作
成
者
で
あ
る
鉄
構
労
の
大

野
友
和
中
央
執
行
委
員
長
は
、

「
整
備
新
幹
線
の
工
期
が
一
方
的

に
定
め
ら
れ
る
こ
と
は
問
題
。北

陸
新
幹
線
は
３
年
の
前
倒
し
が

お
ざ
な
り
に
決
ま
っ
て
し
ま
い
、

組
合
員
が
身
を
削
り
な
が
ら

苦
労
し
た
結
果
、
な
ん
と

か
２
年
の
前
倒
し
が
で
き

た
。
建
設
業
の
労
働
規
制

や
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
は
北
海
道
新
幹
線
の

札
幌
延
伸
工
事
の
工
程
に

も
影
響
す
る
こ
と
は
必
至

だ
」と
危
機
感
を
伝
え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
関
係
議
員

と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、

引
き
続
き
丁
寧
か
つ
大
胆

に
、
各
種
課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
く
。

説明に耳を傾ける国会議員懇談会三役と伊藤幹事

三上えり参議院議員

森屋隆参議院議員

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
４
月
20
日
、

国
土
交
通
省
鉄
道
局
に
対
す

る
要
請
行
動
お
よ
び
意
見
交
換

を
実
施
し
た
。
今
回
の
要
請
行

動
は
産
業
政
策
委
員
会
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
参
加
。
「
交

通
重
点
政
策
２
０
２
３-

２
０

２
４
」
に
掲
げ
た
主
要
課
題
に

つ
い
て
各
単
組
の
実
態
を
踏
ま

え
た
主
張
を
行
い
、
鉄
道
局
の

実
務
担
当
者
と
の
活
発
な
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

の
地
域
公
共
交
通
へ
の
予
算
配

分
な
ど
、
地
域
公
共
交
通
に
係

る
画
期
的
な
取
り
組
み
が
進
め

　
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代

表
し
て
上
村
良
成

産
業
政
策
委
員
長

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中

央
執
行
委
員
長
）

は
、「
地
域
公
共
交

通
活
性
化
再
生
法

改
正
や
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金

ら
れ
て
い
る
。
国
か
ら
助
言
を

頂
き
な
が
ら
、
政
策
課
題
解
決

に
取
り
組
み
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
鉄
道
局
の
土

田
宏
道
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
政
策
室

長
は
「
鉄
道
の
高
い
安
全
性
と

サ
ー
ビ
ス
水
準
を
現
場
で
支
え

る
皆
様
に
敬
意
を
表
す
る
。
鉄

道
を
取
り
巻
く
課
題
は
多
岐
に

わ
た
る
が
、
鉄
道
を
将
来
ど
ん

な
産
業
に
す
る
か
を
見
据
え
、

政
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
」

と
応
え
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
各
単
組
代

表
よ
り
「
災
害
か
ら
の
復
旧
を

含
む
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
の
あ
り
方
」
「
昨
今
の
燃
料

費
高
騰
な
ど
を
反
映
さ
せ
る
柔

軟
な
運
賃
・
料
金
設
定
」
「
技

術
開
発
や
省
力
化
・
省
人
化
の

推
進
」
「
貨
物
鉄
道
へ
の
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
」
「
高
速
鉄
道
・

新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」

等
に
つ
い
て
、
実
情
や
現
場
実

態
を
踏
ま
え
発
言
を
行
い
、
相

互
に
理
解
を
深
め
た
。

　

本
重
点
政
策
は
今
後
、
鉄
道

局
以
外
の
関
係
省
庁
等
へ
の
説

明
や
「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え

る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
所
属
議

員
、
各
単
組
で
の
学
習
会
に
活

用
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
が
掲
げ
る
政

策
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
く
。

要請文書を土田室長に手交する上村委員長

共済でひろがる、
安心できる毎日。

交運共済 ニュース

みんなで暮らしをガード

共済でひろがる、
安心できる毎日。

交運共済 ニュース

みんなで暮らしをガード

ジェ
イ
ア
ー
ル・イ
ー
ス
ト
ユニ
オ
ン（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユニ
オ
ン
）

仙
台
地
方
本
部
（
宮
城
県
仙
台
市
）

組合事務所
めぐり
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ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ

ニ
オ
ン
仙
台
地
方
本
部
は
、
宮

城
・
福
島
・
山
形
の
三
県
の
組

合
員
が
所
属
し
、
東
北
の
玄
関
口

仙
台
市
に
事
務
所
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、

福
島
・
宮
城
・
岩
手
各
県
で
津

波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

Ｊ
Ｒ
連
合
傘
下
各
単
組
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
日
本
国
内
や
世

界
中
か
ら
多
大
な
る
ご
支
援
を

頂
き
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
の
取
り
組
み
と
し
て
、

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
と
連

携
し
「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

仙
台
地
本
も
独
自
に
年
２
回
、

　

仙
台
は
桜
が
お
わ
り
、
こ
れ

か
ら
は
新
緑
の
季
節
と
な
り
ま

す
。
名
物
の
牛
た
ん
と
笹
か
ま
、

そ
し
て
、ず
ん
だ（
餅
・ア
イ
ス・

シ
ェ
イ
ク
）を
堪
能
す
る
に
は

絶
好
の
季
節
で
す
。
仙
台
駅
ナ

カ
の
牛
た
ん
通
り
、
す
し
通
り

は
連
日
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
「
杜
の
都
仙
台
」
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
の
会
社
組

織
の
改
正
に
よ
り
、
仙
台
支
社
・

盛
岡
支
社
・
秋
田
支
社
を
統
合

し
、
新
た
に
東
北
本
部
と
な
り

ま
し
た
。
仙
台
地
本
は
、
会
社

施
策
と
真
剣
に
向
き
合
い
団
体

交
渉
を
は
じ
め
会
社
と
真
摯
に

議
論
し
、
よ
り
良
い
職
場
作
り

を
め
ざ
し
た
活
動
を
実
践
し
て

い
ま
す
。

オ
イ
ス
カ
の
主
催
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
チ
ー

ム
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
復
興
も
進
み
、
イ

ン
フ
ラ
・
住
宅
の
建
設
、

各
種
産
業
の
再
開
、
鉄
路

で
は
気
仙
沼
線
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ

化
や
、
常
磐
線
の
全
線
開

通
な
ど
地
域
生
活
も
取
り

戻
し
て
い
ま
す
。

オイスカの吉田さんからPJの説明

日　時　　2023年６月12日13時から13日12時まで
場　所　　「東武ホテルレバント東京」（東京都墨田区）
議　題　　⑴ 2023年度運動方針案について
　　　　　⑵ 2022年度一般会計剰余金の処分案について
　　　　　⑶ 2023年度予算案について
　　　　　⑷ 役員・中央委員の選出について
　　　　　⑸ その他
出席範囲　⑴ 大会構成員
　　　　　　 ＪＲ連合三役・執行委員・特別執行委員・
　　　　　　 会計監査員・大会代議員・特別代議員
　　　　　⑵ 大会会場係
　　　　　　ＪＲ連合青年・女性委員会
その他　　一般傍聴者については、大会会場の収容人
　　　　　員等の関係で別途連絡する

第33回定期大会開催告示

地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
・
改
正
法
案

関
係
議
員
の
質
疑
を
経
て
成
立

第
81
回
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会

地
域
公
共
交
通
・
高
速
鉄
道
に
係
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
意
思
統
一


